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録 　誰もが安心して暮らせる地域に・・・。社会的に

弱い立場の人へ見守りや手助けを行う団体がありま
す。地域の特性や対象によって関わり方は多様で、今
回は２つの取り組みを紹介します。

　北郷里地区在住の女性４人が同地区内で運営する
子ども食堂「こどもの居場所まんま」は、平成27年か
ら月に一度開催しています。地域の小中高生ら毎回
約30人が集まり、宿題や遊び、食事をして過ごし、今
ではすっかり地元に定着。住民から食材の支援を受
けるなどの協力も得ています。
　現在は学年別に週を変えて開催し、新型コロナウィ
ルス感染拡大を防ぎつつ継続。
　さらに今後、国の子育て支援策のひとつである「ト
ワイライトステイ(夜間養護等)」を始めようと準備を
進めています。これは、保護者が仕事やその他の理由
によって夜間の養育が困難な場合などに子どもを預
かり、家庭学習のサポートや食事、入浴などを提供す
るサービスです。
　同会では、市や社会福祉協議会などと連携し、支援
が必要だと判断した子どもを対象に、少人数制で取り
組む方針。昼夜を問わず子どもが安心できる場づく
りを考えています。

　市には「避難支援・見守り支えあい制度」がありま
す。日常生活をはじめ災害避難時に手助けが必要な
独居高齢者やしょうがいのある人などをあらかじめ
把握し、地域全体で見守り支える仕組みです。
　こほく地域づくり協議会では、この制度をより地域
に波及させようと平成24年から熱心に啓発に取り組
んでいます。そのひとつが毎月１日、15日の「見守
り支え合いデー」です。現在同地域で制度に登録する
94人に加え、未登録でも支援が必要だと思われる人
を対象に、家の明かりが点いているかなどを周辺住民
が意識的に確認する日として設定。さらに各自治会
をリレーする形で啓発看板を設置し、自治会長が毎年
必ず対象者の自宅を訪問するようにしています。
　取組みの合言葉は「向こう三軒両隣」。かつて近所
同士で助け合ってきたコミュニティの形を制度に沿
わせて継承し、「いつものおつきあいがもしもに生き
る」ように地域全体の意識を高めています。

　座っているだけで疲れたり、カラ
ダが重かったり・・・。
　そんな不調に悩まされている方も、
適切な姿勢と動作で、イキイキとし
た日々を送ることができるかもしれ
ません。毎日の運動習慣が身につか
ないあなたに、この本をおすすめし
ます。

　かなしいとき、いたいとき、こわ
いとき、おもいどおりにならないと
き、すみれは、よくなきます。そんな
すみれに、おかあさんは「なくこはき
らい」「なんでそんなになくの！」と
いうけれど・・・。ぜひ大人にも読
んでほしい絵本です。

公益財団法人 江
こ

北
ほ く

図書館

市内には以下の図書館もあります

　「けやきっ子」とは、市の木「けやき」にな
ぞらえ、どっしりと大地に根を張って知恵や知
識を吸収し、太く堅い幹のよ
うにしっかりと生きる力を身
につけ、想像の枝をのびのび
と広げて豊かに生きる長浜の
子どもたちをいいます。

▲講演は次回令和３年１月「明
あけ
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と湖北の城」を予定。
　現地勉強会を含め詳しくは下記まで。
問 ウッディパル余呉 ( ☎８６－４１４５) 市立図書館 HP

QR コード
▼

♢�木之本まちづくりセンター図書室(北部振興局併設) 
☎82-5915 【8時30分～17時】　休室：土曜日・日曜日・祝日

♢�余呉文化ホール図書室(余呉支所隣接) 
☎86-8107 【9時～17時】　休室：祝日

♢�西浅井まちづくりセンター図書室(西浅井支所併設) 
☎89-1125 【8時30分～17時】　休室：月曜日、第1・3日曜日、祝日

♢�ながはま市民協働センター
　☎︎65-6525　Mail: katsudou@city.nagahama.lg.jp　休所日 火曜日
♢�北部サテライトセンター きのもと交遊館
　〒526-0425 長浜市木之本町1118　開所日 水・日曜日

木之本町木之本1362　☎ 82-4867 
休館日：月曜日、第１・３日曜日、祝日 

ホームページ：http://kohokutoshokan.com

〒 526-0037 高田町 12-34

『疲れない！動けるカラダをつくるテク』

ひとはなくもの

清水 忍 / 監修（朝日新聞出版）

みやの すみれ / 作　やべ みつのり / 絵 ( こぐま社 )

北郷里子どもの居場所つくろうの会

こんな活動してます！

【ながはま文化福祉プラザ】	 	
●文化福祉プラザ室／☎ 65-6907 ●ながはま市民協働センター／☎ 65-6525 
●長浜まちづくりセンター／☎ 62-1808 ●長浜図書館／☎ 63-2122	 
●長浜市地域福祉センター／☎ 62-1804
【長浜商工会議所・長浜ビジネスサポートセンター】	 	

●長浜商工会議所／℡ 62-2500 ●長浜ビジネスサポート協議会／☎ 53-2770
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余呉城郭研究会
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が争った「賤ケ岳合
戦」。名前に掲げられている賤ケ岳が主戦場だと思われがちですが、「田
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」など木之本・余呉地域に両軍の砦が築かれ、広域で
戦いが繰り広げられました。
　余呉城郭研究会は、地域の史跡を改めて学ぼうと平成21年に発足。現
在地元住民や歴史愛好家など約60人が会員で、史跡の現地勉強会を月1
回程度開催しつつ、登山道の整備にも取り組んでいます。また、講演会も
定期的に開催し、コロナ禍の中では公開録画を取り入れながら発信。今
後は地元の観光ガイド協会や歴史愛好会との連携もめざしています。
　現地勉強会・講演会は会員ではなくても参加できます。七本槍が活躍
し、天下分け目ともいわれた戦の魅力を再発見してみてください。

毎月第 3 日曜日は
「けやきっ子読書の日」

館 名 問合せ 休館日 開館時間

長 浜 ☎ 63-2122
◎ 毎週　火曜日

◎ 資料整理日：9月24日（木）
平日：10時〜20時
土・日・祝日：10時〜18時

浅 井 ☎ 74-3311

◎ 毎週　月・火曜日

◎ 資料整理日：9月24日（木）
10時〜18時

び わ ☎ 72-4305

虎 姫 ☎ 73-2335

湖 北 ☎ 78-1687

高 月 ☎ 85-4600

こほく地域づくり協議会

▲看板をリレー設置し、意識づけの機会としている
　( 写真：こほく地域づくり協議会提供 )

音訳ボランティア養成講座(初級)

パパチャレンジ講座・カジイクジRAKU―RAKU講座
第２回 「めざそう！としょかんマスター」参加者募集

視覚にしょうがいがある人のために活字の情報を音
声で伝える「音訳」を、専門の講師に学びます。

図書館のクイズに答えたり、本で調べる問題にチャ
レンジしたり、図書館の中を歩き回って、「としょか
んマスター」の称号を手に入れよう。

10月１日(木)、５日(月)、12日(月)
19日(月)、26日(月)
全５回　各日13時30分～15時30分

10月４日(日)10時～11時30分

初心者または音訳講座の受講経験が２年
以下で、講習受講後、図書館のしょうがい
者サービスに協力できる人

長浜まちづくりセンター １Ｃ会議室(高田町)

長浜まちづくりセンター
 多目的ホールＡ・長浜図書館(高田町)
市内の小学１～３年生の児童とその保護者

９月13日(日)10時～
15組(先着順) １人 50円(保険料)

20人(先着順・部分受講希望は応相談)
９月12日(土)10時～

直接または電話で市内６つの図書館へお申し込みください。
※�状況により中止または内容を変更する場合があります。参加の際

はマスク着用をお願いします。
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